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繊 維 工 学 の 貴 重 本

旧接維工学科のEZl松の内14fn土fl料として保有 したほうが良

いと,関係者は考えてまいりました｡

さて先El,図t!F佃良よりこの原稲のご依顔がありまして,な

ぜ′｣､生なのか質問申しましたところ,紹乾招柴夢見会では図18

館な門貝のご発雷が皮切 りとこtJ:つて.ついにその葬月会で決

まってしまったという却:の次第を国幹館長より伺い知ることが

できましたoEZ)む柁専門員は前記14冊の存在を前からご存 じの

ようでありました,

意に1りまして,それでは前記14TlCを代表するところの

Murph),とPosse]tの著串を次の(1)および(2)の要償で牌次梅介い

たしましょう｡

(1)]_MllrPhyの本は扱維

関係の在経国恕中一番古

い ものであ りま して .

U字はた"による装飾織

物 (fzlnC),-C一oth)の製歳

法 および各唖の "手は'

た'-が陥述されてお りま

す｡また.この本の序文

は.Sco【hndの托物工業

史になっております.こ

こではこの工業史に注目

して.その抜粋を以下に

紹介いたします｡

(写共 1)
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(2)装飾枝物が "手はた"

で稔られるのは特殊な場

合であって,通常 ゾ 十

カード織故に掛けられま

す｡きて.このジャカー

ド親機の開発軒桁が分か

る本は.現在では少数 し

か盛っていないと思7?礼

ます｡率いたことに,本

学ではDorLatの本(即)と
Posseltの本とがあ りま

す｡粥発Til恰紹介のた
め.ここではPosseEtの本
を採り上げます｡
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この本は装飾織物の穀

粒の突些宗を詳細に姶述 し

てお ります (写113.

5)｡Draw 一oom.Cross

rnachzne,French draw

loomなどの図版 (写共

4.6)は.いよいよ墳

誼であります.復原用原

図またはそのたかといた

し ま し て.

以 下 の 列 記はPrefaCe

で 述 べ ら れ て い るScol]-

andの 縫 物 工 業史からの

抜 粋 で あ ります.

o 畢生放技術の澱古の文献
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は出エジプ ト記 (Exd一 生~=㌣ 卓

us)でのユダヤ人の製 等姦 巧

持技術 (lVeay'nga'ト(写井 6)

S)のようであります｡

Oインドの原住民が1830年ごろ行tL:っていました勤続法 (写

lltl)は古代ギリ/十人.古代 ローマ人の製措法と大差な

いものであろうと推論されております｡

o lコーマ人はBrLtalnを 占徽 して足助を 囲め た の ち .

Wlrl(:hesterに紡毛工場を建てて_LVi隊の衣服をつくり,その

後原住民にも劉椎技術およびtLax(亜麻)の故培を教えた

ようであります｡

014世紀初野王,EdwaTdⅢ時代に広はば紡毛地が輸入され.の

ちにそれが英国の主要産晶となったようであります｡

○かいこ (slLkworm)は1608年にlIr唱】andへもたらされ.広

はば絹織物の初生産は1620年のようであります｡
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韓日 Chapterlq.sectIn Paperspots,Japanspotor

Brocadesで日本の鈍欄.釘はミ論じられております｡

u 鵡語で.今のtll捕1は昔hveelのようであります.

ln TheoryandPractlceofDamaskWeavLng

H K】nger良冗 WaLter

D D VanNoslrandCo,(L903)

(分類586･74 著者 Kl148 登録番号E3186)紘,

JMurphyの本に関連した舟盃本であります｡

2 Posselt'sTextlleL】blaly,Vol Ⅳ New andRevlsed

EdltlOnOITheJacquardMachlne

E A PosseLtPh])ade)phは (発行年代不明)

(分界 58677 著者p-84 登録番号E3207)(写其8)

Jacquardmachlne(シャカー ド)紘.たて糸の本数が多い織

物で,hook( 引̀っ掛けて引っ張る

ための1かぎ)とleash(引き網)に

よって全部のたて糸を-本-太も

ち上げて.Il)1】ng(よこ糸)と交錯

できるようにする縫紋 (写共10)で

あります｡

この太は3版がでたあとの新改

訂版で.内容の主体はジャカー ド

の榊道であります｡ゾ-t･カ-ドの

歴史のところにこの機械の桝】克郎

倍が紹介されておりますので.以

下で.その開発部情を抜粋 ･紹介

いたします,

Jacquardmachme(ン十カード)

はJosephMar)eJaequaTd(1752年

7月 7日.Lyons生まれ)の名を

取って付けられた磯伐であ りま

す｡

∫M Jacquardの両親は絹線物製

造に従事しておりました｡彼.J

＼イJacquardが液初に習った職業は

製本業でした.彼が20才の時.父は

小さな家と手はたを残 して死にま

した.この頃から彼は製践工程中

に唖･tの改良点を見付ける研究を

行いましたが成功しないで負債だ

けが溜まってしまい,とうとう自

分と家族の生計を立てなければな

らなくなりました｡石こうの石切
り助を始めとして織をつぎつぎ鞍

替えして行ったようであります｡

(写真7)
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1792年 (40才)にはフラ1/ス革命坪 (RevoLutLOmSt)に加わ

り.その翌年伯選してからは,息子と一緒になって協会ITL(the

ArmyoHheConventLOn)の攻掛こ対抗するところのLyor)Sの

守備隊に加わりましたdしかし息子が改元してしまったので守

(伯隊を摂れました｡そのころ.I)オン協議会 (LyonsCouncl])

は美術富殴に劃織技術改良研究用

｡場所を緋 してくれれ た,無 上 さ ら腰乱 し

料で学生を指導することだけを条

件にして｡ JM Jacquardがそこ

にいた時,I,ソドンの技術協会

(theSocLetyOfArts.m Londo-

n)は漁網魯廷進攻について報慣金

を申し出てか ､りました,'t&はそ (写ft10)
の戟梓を完成させたが,さらに義

モ方として完些神つきでバ1)--行き.管理委員の前で磯杭の説明

をしなければな りませんでした.1804年 2月 2日にJM

Jacquardはロントン協会 (theLondonSoc)ety)から3000フラ

ンと金メタ/-を頂き′さらにバリーの技術管理委員の就任契約

も頂きました｡この時点で彼は自分の絶磯を改良するのに絶好

の牧舎を絡ました｡彼の改良方法は,Bouchcn,Falcon.そして

VanCanSOnのやや古い発明を刑壷.改良するという方法であり

ました｡1804年にJM JacqualdはLyorLSで自分の織機を完成さ

せました｡征は熟練工であったので.形式とか種類が共なって

いる別々の織機から.まず注Elすへき部分を取 り出しておい

て.次に部分と部分を結合させて一台の織t&を完成させまし

た.これが彼の発明手法でもあ りましたD1806年 .彼は

NapoleonBuonapa【teから3000フランの年金を頂いたが.発明

の所有権は取 り上げられてLyor)S市へ移されてしまいました｡

彼の結城は理解されないまま′1810年には曲解が反感を呼ぶこ

とになって,生命の安全のため彼はLyons市を離れました.ま

た.鮫枚は公開の場所で分解さTLてしまいました｡しかし,彼

の結城は偉大な価値を持っていることが分かってきまして.托

歳がこわされたかつての場所には,Ji,日acquardの彫像 (写其

9)が立てられています｡∫M Jacquardは1834年 8月7日

L.vonsf郎こ近いQulL)LnSで.82才で死にました｡彼が死んだ時30,

000台のJacquardmachlneが故郷の市で夜働していたとのこと

であります｡

ei)Ⅳ 以下はを畑している関連光正本であります.

Tcchno]oglederJacquard-WeberelYonFraTlZ

Donat.(1902)

(分粒0586077 著者D-84 総番号E1343)

v Murphyが本をLti版した時にはJacquaTdMach,neは

発明されていた.しかしJacquardMachLneの解説がな

い｡ "手はた'■を主体にしたからであろうか｡

(うえにし すみやす 元工学部助教授)




